
資料３

令和５（2023）年度における
ヤングケアラー支援の主な取組状況



早期発見

【ヤングケアラー支援体制（関係機関の役割分担）のイメージ】

相談受付／具体的な支援
アセスメント
／福祉へのつなぎ

学校（教員）

子どもの様子を日常的
に把握しており、発見
の場面で大きな役割
（最もヤングケアラー
を発見しやすい機関）

高齢者支援事業所

ＳＳＷ
スクールソーシャル

ワーカー

ソーシャルワークの視
点からの現状把握（本
人・家族のヒアリング
等）及びアセスメント

市 町

「発見～相談～支援が円滑に繋がるための関係機関支援」、「普及啓発と支援の基盤づくり」県

①関係機関を対
象とした研修

②ＳＳＷの拡充
（県立学校への
配置）

⑤市町支援の
ための窓口
設置

④ピアサポート
団体の支援・
育成

③ヤングケアラー
家庭への家事
支援創設

⑥県民全体へ
の普及啓発

相
談
受
付
（
相
談
窓
口
）

関係者間の
協議・調整

・現状把握、アセスメント
・介護、障害、児童福祉、
生活困窮等の支援窓口
や教育、医療等の関係
者の連携
・既存の協議の場（要対
協等）を活用した支援
内容の検討

福祉サービ
スの提供
（身体的・
時間的
負担軽減）

見守り／
寄り添い
支援
（心理的
負担軽減）

障害者支援事業所

医療機関

民生・児童委員／住民

相談
指導助言
情報提供

市

町

県

令和５（2023）年度ヤングケアラー支援に係る取組状況①
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令和５（2023）年度ヤングケアラー支援に係る取組状況②

① 関係機関を対象とした研修の実施

② SSW（スクールソーシャルワーカー）の拡充

③ ヤングケアラー等家庭への家事・育児支援（ヘルパー派遣）

⑤ 県ヤングケアラー・コーディネーターの配置

○市町職員等を対象とした研修（計３回）
○高齢福祉（ケアマネージャー）を対象とした研修（計３回）
○教職員を対象とした研修（計２回）

○配置数の増（R4:33名→R5:41名）
○県立学校３校（県央・県南・県北）への追加配置による周辺校への
支援の拡充

○R5年度 宇都宮市において制度化
→ R6年度以降、その他市町での事業実施に向けて準備中

○こども政策課に１名配置し、市町・地域における取組を支援
（市町主催研修への協力、地域の支援機関等を対象とした研修 等） 2



令和５（2023）年度ヤングケアラー支援に係る取組状況③

④・⑥ 普及啓発・理解促進、ピアサポート活動支援

○県民だより12月号一面
（新聞折り込みにより配布）

○とちぎヤングケアラー・フェスティバル
（2/12開催）

○ヤングケアラー理解促進動画
（３月上旬公開）
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